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大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
そ
の
日
は
朝
か
ら
と
て
も
蒸
し
暑
か
っ
た
。

じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
腺
か
ら
汗
が
惨
み
出
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
に
地
面
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
水
蒸
気
が
顎
に
な
り
、
太
陽
が

真
赤
に
見
え
た
。
何
か
異
変
が
起
き
る
不
吉
な
予
感
さ
え
覚
え
さ
せ
る
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
果
せ
る
か
な
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
一

大
音
響
と
共
に
関
東
各
都
市
が
う
ね
り
の
波
に
お
し
つ
ぶ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

当
時
唯
一
の
報
道
機
関
で
あ
る
東
都
新
聞
社
の
う
ち
焼
け
残
っ
た
の
は
東
京
日
々
新
聞
、
東
京
朝
日
新
聞
、
報
知
新
聞
の
三
社
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
で
も
報
知
新
聞
は
、
度
重
な
る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
こ
り
て
、
活
字
を
地
下
室
に
保
管
し
て
い
た
か
ら
、
平
版
や
謄
写

版
を
か
り
出
し
て
震
災
第
一
号
を
印
刷
し
て
、
逸
早
く
市
内
に
配
布
し
た
。
内
容
は
、
震
源
地
は
相
模
湾
内
大
島
附
近
で
あ
る
こ
と
、

食
糧
は
府
庁
及
び
農
商
務
省
に
約
一
か
月
分
の
米
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
避
暑
中
の
両
陛
下
、
皇
太
子
を
始
め
各
皇
族
に
は
御
異

状
が
な
い
こ
と
、
電
灯
は
一
両
日
中
に
回
復
す
る
な
ど
、
個
条
書
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
民
心
安
定
に
は
大
い
に
役
立
っ
た
。
東

京
日
々
新
聞
は
く
ず
れ
散
っ
た
活
字
を
あ
つ
め
る
の
に
苦
労
し
た
が
、
そ
れ
で
も
午
後
二
時
ご
ろ
号
外
第
一
号
、
五
時
ご
ろ
第
二
号
を

発
行
し
た
。
そ
れ
は
漢
字
の
不
足
を
ひ
ら
が
な
で
補
っ
た
珍
し
い
記
事
で
あ
る
か
ら
一
部
を
》
て
に
掲
載
し
て
お
く
。



全
人
口
二
、
四
九
九
、
二
二
七
名
擢
災
者
数

で
、
こ
の
う
ち
両
国
の
被
服
廠
跡
に
逃
げ
こ
ん
だ
三
八
、

関東大震災（共同提供）

権
兵
衛
伯
危
う
き
を
の
が
る

内
閣
製
造
中
の
山
本
伯
は
当
時
平
沼
膜
一
郎
氏
と
共
に
水
交
社
の
一

室
に
会
談
中
で
あ
っ
た
が
初
期
動
揺
の
際
に
大
音
響
と
共
に
う
ら
一
一
階

転
倒
し
財
部
氏
の
注
意
に
よ
り
伯
は
か
く
ぎ
は
に
ょ
り
震
動
の
中
絶
と

共
に
う
ら
庭
に
避
難
し
た
伯
が
か
ば
山
、
山
の
内
、
平
沼
、
た
か
ら
べ

の
諸
氏
と
共
に
出
で
た
の
を
見
る
と
ね
づ
み
色
の
ア
ル
・
ハ
カ
の
う
は
ぎ

は
泥
に
よ
ご
れ
、
右
足
を
い
た
め
た
為
か
チ
ン
バ
を
ひ
き
つ
Ｌ
顔
面
さ

う
は
く
、
し
色
の
く
ち
び
る
を
堅
く
ひ
き
し
め
苦
げ
な
微
笑
を
も
ら
す

「
お
け
我
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
」
と
き
く
と
「
君
た
ち
こ
そ
、
ど

う
だ
ハ
ッ
ハ
、
」
と
平
気
を
よ
そ
ほ
ふ
て
ゐ
た
．
Ｉ

と
こ
ろ
で
陸
軍
測
量
部
の
調
査
に
よ
る
と
、
東
京
全
市
の
被
害
面
積
は
全

面
積
五
一
。
四
五
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
焼
失
面
積
二
二
・
四
七

五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
雁
災
率
四
一
一
一
・
六
八
％

一
、
五
八
一
、
二
二
九
名
擢
災
率
六
三
。
三
一
％

○
○
○
名
が
折
柄
捲
き
起
っ
た
七
’
八
○
米
の
旋
風
に
あ
お
ら
れ
た
火
の
た

790
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め
全
員
が
焼
死
す
る
と
い
う
惨
事
が
起
り
、
聞
く
も
の
ｋ
胸
を
い
た
く
し
め
つ
け
た
。

被
害
地
域
は
所
謂
下
町
が
最
も
多
く
、
家
屋
が
倒
壊
し
た
上
に
随
所
に
火
災
が
起
り
、
こ
れ
が
各
町
に
燃
え
拡
が
り
更
に
被
害
を
大

き
く
し
た
。
そ
の
被
害
率
は
日
本
橋
区
の
一
○
○
％
、
神
田
区
の
九
四
％
、
京
橋
区
の
八
六
％
、
ま
た
江
東
地
帯
の
本
所
区
九
五
％
、

深
川
区
八
五
％
そ
れ
に
浅
草
区
の
九
五
％
な
ど
は
、
殆
ん
ど
残
存
家
屋
の
無
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
帝
都
の
主
要
商
工
業
地
帯
は
一
望

焼
野
原
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
む
か
し
応
仁
の
乱
の
時
、
戦
火
の
た
め
焼
失
し
た
京
の
町
の
一
角
に
立
ち
「
な
れ
や
知
る
都
は
野
辺
の

夕
雲
雀
、
上
る
を
見
て
も
落
ち
る
涙
」
と
詠
じ
た
、
そ
の
歌
宛
ら
の
有
様
で
あ
っ
た
。

被
害
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
関
西
地
方
で
は
、
大
阪
を
始
め
各
都
市
が
中
心
と
な
っ
て
救
援
運
動
が
起
り
、
生
活
物
資
の
徴
収
が
始
ま

っ
た
が
、
わ
け
て
食
料
品
製
造
業
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
貯
蔵
品
を
強
制
的
に
買
い
上
げ
、
こ
れ
ら
を
大
阪
の
築
港
か
ら
二
隻
の
巡
洋

艦
に
搭
載
し
て
、
急
遮
現
地
に
送
っ
た
。
然
し
横
浜
港
の
岸
壁
は
く
ず
ほ
れ
て
荷
揚
の
用
を
な
さ
ず
、
月
島
も
ま
た
充
分
に
受
入
れ
体

勢
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
折
角
の
救
援
物
資
も
十
数
日
間
そ
の
ま
Ｌ
に
放
置
さ
れ
、
配
給
が
充
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
ん

な
こ
と
か
ら
悪
徳
業
者
が
跳
梁
し
、
物
価
は
天
井
知
ら
ず
に
昂
騰
し
て
、
市
民
の
生
活
を
お
び
や
か
す
結
果
と
な
っ
た
。
大
正
十
三
年

五
月
に
、
三
宅
や
す
子
、
菊
池
包
子
、
鈴
木
途
子
ら
が
、
関
東
震
災
後
の
東
京
に
お
け
る
家
具
什
器
等
の
値
段
に
つ
い
て
調
査
し
た
も

の
が
、
雑
誌
「
婦
女
界
」
に
載
っ
て
い
る
が
、
参
考
の
た
め
、
そ
の
主
だ
っ
た
も
の
を
摘
出
し
て
み
る
と
ｌ

洋
服
ダ
ン
ス
六
○
円
○
○
銭
座
布
団
五
枚
二
○
円
○
○
銭

整
理
タ
ン
ス
ニ
六
円
三
○
銭
コ
ッ
プ
六
個
一
円
○
○
銭

石
油
コ
ン
ロ
一
二
円
五
○
銭
灰
皿
一
個
八
○
銭
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石
油
一
錐
分
三
円
八
○
銭
果
物
ナ
イ
フ
九
○
銭

張
り
板
一
枚
五
円
七
○
銭
銀
メ
ッ
キ
盆
一
円
五
○
銭

な
ど
で
、
安
い
も
の
で
も
時
価
の
倍
、
高
い
も
の
は
八
倍
以
上
に
跳
ね
上
っ
て
い
た
。

日
本
橋
の
中
枢
部
に
あ
っ
た
丸
善
本
社
も
ま
た
催
災
し
大
き
な
打
撃
を
う
け
た
。
尤
も
本
社
は
か
つ
て
火
災
に
か
Ｌ
っ
た
経
験
が
あ

る
の
で
、
明
治
四
十
三
年
の
新
築
の
時
に
は
特
に
防
火
設
備
に
は
充
分
な
注
意
を
払
っ
て
設
計
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
地
震
に
よ
っ
て

は
大
き
な
被
害
は
受
け
な
か
っ
た
が
、
類
焼
に
よ
っ
て
名
物
の
赤
煉
瓦
の
建
物
を
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
当
日
は
午
後

三
時
ご
ろ
堀
留
附
近
に
火
災
が
起
っ
た
が
、
ま
さ
か
こ
れ
が
延
焼
し
て
く
る
と
は
誰
し
も
考
え
ず
、
た
と
え
延
焼
し
て
も
一
）
の
堅
牢
な

建
物
が
焼
け
落
ち
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
十
数
人
の
宿
直
員
を
残
し
て
全
社
員
が
引
き
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
後
火
の
手
は
益
友
盛
ん
に
な
り
、
翌
二
日
の
払
暁
に
は
猛
火
に
包
ま
れ
て
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
近
代
建
築
の
粋
を
誇
っ
た
そ
の

結
構
も
、
鉄
骨
は
飴
の
よ
う
に
曲
り
、
く
ず
れ
落
ち
た
煉
瓦
や
石
材
は
山
の
よ
う
に
う
ず
高
く
積
み
重
な
り
、
行
く
も
の
の
目
を
見
張

ら
し
め
た
。
四
階
に
置
か
れ
た
ス
ト
ッ
ク
品
の
過
重
が
か
よ
う
な
惨
事
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

他
方
神
田
神
保
町
、
小
川
町
附
近
に
は
高
層
建
築
物
が
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
倒
壊
焼
失
す
る
家
屋
も
多
く
、
処
女
に
あ
が
っ

た
火
の
手
は
竜
巻
を
起
し
て
神
田
支
店
を
焼
失
せ
し
め
、
横
浜
支
店
も
ま
た
弁
天
通
、
本
町
、
太
田
町
方
面
に
起
き
た
猛
火
の
あ
お
り

を
う
け
て
灰
燐
に
帰
し
た
。
被
害
総
額
は
本
支
店
併
せ
て
時
価
四
’
五
百
万
円
と
云
わ
れ
て
い
る
。
中
で
も
書
籍
の
ス
ト
ッ
ク
品
に
は
、

再
び
得
が
た
い
貴
重
な
書
物
が
多
く
、
文
化
的
損
失
は
算
定
し
難
い
状
態
で
あ
っ
た
。
内
田
魯
庵
は
丹
念
に
こ
れ
を
調
べ
上
げ
、
「
丸

善
再
度
の
典
籍
禍
」
と
い
う
一
記
録
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
オ
ラ
ン
ダ
初
期
の
日
欧
貿
易
に
関
す
る



大霞災による社屋の被害

古
書
が
多
か
っ
た
と
云
う
。
こ
れ
を
「
丸
善
社
史
」
所
載
の
書
籍
か

ら
、
主
だ
っ
た
も
の
を
拾
い
挙
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

牌
）
句
Ｈ
四
『
己
尉
ｍ
Ｏ
Ｑ
①
の
ロ
ロ
句
眺
凹
口
ａ
の
Ｃ
Ｃ
Ｉ
”
①
旨
ｇ
ｏ
目
ぐ
の
常
Ｑ
ｍ
Ｑ
①
粍
四
》

『
ず
Ｈ
①
ぐ
①
Ｑ
①
］
卸
己
①
Ｈ
の
①
○
巨
○
料
○
口
》
割
］
［
四
時
璽
吋
〕
Ｏ
ｍ
Ｐ
ｐ
①
己
四
回
⑦
○
〕
①
Ｉ

Ｈ
Ｏ
ロ
ロ
○
Ｈ
旨
○
○
国
烏
①
の
の
甘
口
。
①
ロ
ー
ロ
①
印
可
、
め
い
旨
汁
四
句
①
①
○
四
号
唇
○
‐

蔵
○
四
①
毎
Ｈ
ｍ
ｂ
Ｏ
ｐ
』
．
．
・
・
・
・
》
［
、
口
建
四
》
』
①
画
、

寛
永
二
年
版
。
ソ
テ
ロ
の
書
い
た
切
支
丹
迫
害
始
末
記
で
マ
ニ
ラ
と

メ
キ
シ
コ
両
地
で
出
版
さ
れ
た
珍
書
中
の
珍
書
。

画
）
弓
．
昌
冨
日
尋
働
い
ぼ
Ｉ
缶
切
国
①
符
”
①
旨
は
○
口
具
昏
の
勺
９
‐

の
①
○
口
唾
○
口
旨
庁
の
』
胃
片
口
四
・
①
四
ｍ
巴
口
の
詳
誌
底
①
○
四
行
営
○
毎
戸
の
○
匿
国
の
柿
‐

圃
画
の
管
旨
昏
①
属
甘
伽
Ｑ
ｏ
ｇ
①
○
門
毎
℃
○
日
口
》
…
…
牌
Ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
ｐ
》
岳
ら

元
和
五
年
版
。
英
文
で
書
か
れ
た
最
初
の
日
本
記
事
。

⑭
）
侭
昌
四
○
ざ
の
薗
焦
Ｏ
ａ
ｌ
国
肘
８
国
四
Ｑ
①
旨
○
座
の
⑩
画
巴
ぐ
Ｏ
８
ｏ
ざ
ロ
》

旨
厨
既
○
口
①
の
シ
ロ
○
ｍ
庁
○
鹿
８
の
望
但
○
国
○
闇
旨
巨
胃
冨
》
ロ
①
］
桐
四
身
①
》

》
南
口
Ｈ
○
①
】
○
句
Ｈ
山
口
○
○
回
［
口
異
国
底
】
．
．
…
・
ぽ
ぢ
ウ
○
口
四
》
〕
の
四
。

吟
）
国
目
鼻
武
門
巨
例
①
言
昌
１
口
①
ご
洋
画
句
国
ｐ
ｇ
ｍ
Ｂ
〆
画
風
関
珪
》
迫
昌

ご
ロ
日
ロ
の
⑪
の
○
日
の
斤
呉
①
月
朋
ぐ
冒
冒
呂
煙
》
陣
冒
ｂ
○
日
四
国
ロ
ｍ
ｐ
ｍ
の
‐

房
旨
日
も
闇
○
日
昌
晩
四
日
庁
．
同
○
日
四
の
》
届
程
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の
〕
＄
口
．
局
○
日
四
》
届
『
⑮

辰
）
嗣
昌
唱
句
８
①
の
ｌ
缶
ぐ
乱
巴

届
）
Ｃ
己

の
】
①
印
口
．

房
、
『
①

号
昌
の
旨
己
○
画
①
．
…
．
．
。
①
］
耐
〆
閤
〆
肖
冒
》
①
汁
耐
〆
〆
〆
肖
ぐ
・
・
・
…
・
胃
の
再
吋
の
。
①
］
］
“
○
○
日
己
四
ｍ
口
笛
日
の
］
の
印
巨
．

794

、
）
］
巨
凹
ロ
司
箇
ロ
ｏ
勝
８
口
の
の
四
口
津
具
○
日
Ｏ
Ｉ
Ｏ
宮
ｇ
ａ
８
の
ロ
①
］
四
缶
己
○
ｍ
ｇ
］
－
８
局
８
ぐ
冒
○
旨
旦
①
、
、
の
門
の
ｍ
○
国
Ｃ
Ｑ
①
詞
①
一
侭
］
Ｏ
ｍ
ｏ
ｍ
Ｑ
の
、
‐

Ｏ
巴
園
Ｏ
ｍ
Ｑ
の
Ｚ
．
ｍ
・
冠
．
の
．
司
国
目
。
扇
８
①
ロ
旨
の
胃
の
旨
の
勺
宮
昌
己
冒
器
一
○
冨
昌
四
』
］
四
℃
○
口
》
件
。
、
い
く
○
］
の
．
》
旨
四
日
旨
》
弓
器
Ｉ
》
仁

元
文
三
年
、
く
延
享
元
年
版
。
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
派
の
極
東
伝
道
記
録
。
第
三
巻
は
支
那
及
び
日
本
に
関
し
た
部
分
。
鮮
血
進
書
で
著
名
な
二
十

六
聖
人
傑
刑
の
精
巧
な
図
版
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

①
）
○
胃
冨
の
ロ
ロ
の
○
ｍ
冠
四
。
Ｈ
①
の
①
岸
日
凶
○
の
。
色
○
○
日
己
凹
巨
富
、
口
の
Ｈ
①
の
色
の
①
印
日
①
巨
の
国
Ｏ
Ｑ
Ｏ
の
両
①
琶
口
Ｏ
の
ロ
①
冒
固
凶
○
倖
○
嵐
ロ
ロ
四
○
の
旦
画

日
①
、
日
四
○
○
日
己
四
口
彦
旨
。
“
冒
島
四
》
陣
両
屋
Ｈ
ｏ
ｂ
囚
》
。
①
ｍ
Ｑ
ｏ
ｍ
ｐ
ｐ
Ｏ
Ｑ
①
ぶ
ち
．
四
筋
○
口
①
岳
９
．
い
く
○
畳
の
。
》
固
く
○
国
》
屈
麗

『
）
司
境
画
ｐ
ｇ
ｍ
８
ｏ
ｏ
］
旨
Ｉ
耐
画
ご
○
端
固
く
ｍ
ｐ
ｍ
①
犀
＆
》
》
巨
己
の
蔚
風
○
の
毎
℃
○
黒
○
鹿
８
⑳
。
①
』
○
の
○
ご
獄
の
８
の
。
①
旨
○
○
日
や
凹
郵
旨
○
の
当
の
ｍ
扇
》

開
口
ロ
ロ
脚
ａ
ｏ
ｐ
》
葺
己
時
○
ぬ
獄
の
の
の
○
の
Ｑ
の
の
ロ
も
吋
○
ぐ
】
ロ
○
国
⑦
口
］
、
の
局
の
］
囚
の
司
建
甘
旨
四
の
．
》
［
四
Ｑ
Ｈ
己
》
］
⑦
①
い

、
）
国
巨
競
の
。
四
回
の
僻
①
望
く
い
１
国
』
の
ｇ
Ｈ
旨
○
の
］
Ｈ
の
望
ロ
○
国
の
置
己
○
口
》
…
…
○
四
国
喰
Ｏ
Ｂ
》
箇
冒

①
）
の
●
巳
。
○
の
ロ
四
］
陣
①
風
１
両
①
］
鼻
旨
昌
。
①
］
旨
く
①
ロ
ロ
甘
口
①
伽
尽
缶
日
ず
四
ｍ
○
樹
８
国
の
旨
℃
○
国
①
巴
凶
両
○
日
四
》
の
日
○
四
二
画
面
胃
武
圃
＆

ぼ
ぢ
ご
○
ロ
ロ
・
…
・
・
・
両
○
日
口
》
吋
粍
四
ｐ
８
ｍ
８
Ｎ
ｍ
ｐ
ｐ
①
庁
夢
岳
器

５
）
冠
特
．
吋
吋
・
旨
①
］
ｇ
ｏ
Ｈ
○
望
ロ
ロ
晦
貝
①
ロ
ー
缶
Ｈ
庁
①
号
旨
Ｆ
①
ロ
岨
ロ
山
毎
℃
○
口
四
》
・
・
…
・
・
旨
の
凶
８
》
旨
路

匡
）
○
．
勺
．
月
宮
口
ロ
ゴ
曾
髄
１
両
①
の
凹
口
武
同
ｐ
Ｈ
○
℃
図
・
』
シ
坤
砕
８
》
缶
の
旨
》
冷
○
博
呉
菌
口
目
①
口
昌
ざ
ｌ
》
己
．
鰐
ぐ
○
］
、
．
』
ロ
も
の
巴
四
》
昌
器
Ｉ
》
器

そ
の
他
耶
蘇
会
士
通
信
五
十
余
冊
中
の
貴
重
本
と
し
て

届
）
句
①
関
①
胃
四
１
”
の
冒
陣
○
口
の
ロ
⑦
崖
①
己
胃
の
①
ｏ
ぐ
唾
○
日
目
○
の
叩
の
８
口
＃
○
冒
怜
①
。
①
ｇ
ｏ
声
風
の
ｇ
旨
く
日
置
境
①
”
日
・
巴
の
茜
も
む
○
口
の
国
の
巴
》

衿
ロ
昌
巨
ご
○
〆
〆
ぐ
冒
局
・
旨
ｄ
ｏ
網
羅
胃
〆
・
の
冒
己
○
〆
〆
〆
，
詞
○
日
四
》
届
鵠

届
）
○
境
ｍ
画
昌
冒
ｏ
Ｉ
耐
の
芹
胃
①
。
①
］
の
旨
ｂ
己
○
口
の
。
①
尾
口
ロ
ロ
○
旨
・
ロ
・
耐
〆
〆
ぐ
ロ
．
の
Ｏ
昌
芹
①
。
凹
言
Ｈ
①
ぐ
①
届
口
呂
弔
四
日
】
。
①
］
旨
○
○
日
ｂ
煙
い
目
冨
＆



旅
行
記
・
探
険
記

）
○
画
宮
．
缶
Ｑ
四
日

届
）
］
四
日
の
の
編
①
ぬ
い
①
１
月
彦
①
○
宮
口
①
の
①
Ｑ
閉
巴
○
の
．
叩
く
巳
の
．
旨
め
ず
○
○
岸
の
》
国
○
口
岨
丙
○
口
い
届
臼
ｌ
》
圏

満
蒙
に
関
す
る
辞
典
の
貴
重
本

ｇ
）
］
○
の
８
宮
固
唾
①
昌
口
①
属
。
君
巴
の
弓
の
嵐
Ｉ
ご
】
○
武
○
ロ
ロ
四
胃
①
旨
○
口
い
○
骨
‐
詞
巨
印
の
①
‐
句
箇
ロ
掴
尉
》
。
＆
芯
少
の
四
旨
＆
①
の
融
』
向
日
己
の
Ｈ
の
貝
。
①
目
○
具
の
の

胃
①
の
同
巨
の
巴
①
の
．
い
ぐ
Ｏ
］
の
．
》
属
四
の
四
目
》
岳
瞳
Ｉ
》
ら

画
得
）
［
ぐ
四
口
旦
甘
ぽ
い
画
屍
彦
凹
境
○
ぐ
Ｉ
冠
○
］
ロ
署
砕
口
湾
四
回
》
〕
巨
刷
巴
六
○
１
吋
匡
印
の
丙
陸
巴
○
ぐ
四
局
．
の
（
．
砲
の
岳
⑦
境
の
ワ
ロ
特
四
Ｈ
ｍ
『
、

届
）
○
・
。
》
○
言
の
○
口
●
１
国
豚
汁
（

缶
日
の
岳
①
ａ
日
Ｐ
馬
段
ｌ
》
圏

東
洋
関
係
の
書
籍

扇
）
日
置
の
○
富
国
⑦
の
①
詞
①
己
○
の
芹
日
割
．
ｇ
ぐ
巳
の
．
》
○
四
口
８
口
）
国
○
口
㈹
丙
○
国
、
》
届
圏
Ｉ
》
臼

扇
）
の
凹
呂
胃
○
四
ｍ
ｇ
貝
Ｉ
”
①
］
幽
威
○
ｍ
ｇ
ぐ
岸
ぐ
目
①
旨
四
ｍ
ロ
●
○
○
国
の
口
戴
の
缶
己
○
呉
○
］
○
の
．
句
箇
ｐ
ｇ
ｍ
８
〆
呂
①
口
○
の
Ｈ
①
○
厨
の
旨
冒
の
ロ
］
四

の
四
口
。
旨
ロ
○
四
回
国
○
画
の
○
口
冒
風
冒
己
○
○
．
局
の
嵐
ロ
四
目
９

国
）
国
ｇ
ご
国
．
国
○
君
○
粍
昏
１
国
誌
８
吋
］
○
玲
昏
①
旨
○
画
、
ｏ
］
の
坤
○
日
昏
の
①
普
叶
○
昏
①
届
蕃
○
①
具
巨
Ｈ
『
・
心
ぐ
○
］
の
．
》
闇
ｏ
ｐ
ｑ
Ｏ
Ｐ
Ｈ
雪
①
Ｉ

圏
）
○
§
庁
．
缶
Ｑ
四
日
］
口
四
口
ぐ
○
口
属
目
の
①
口
、
計
の
Ｈ
ｐ
Ｉ
嗣
巴
の
①
匡
日
＆
①
ご
く
①
岸
旨
。
①
ロ
］
凹
面
Ｒ
の
ロ
届
ｇ
》
届
Ｅ
》
届
吊
》
ｐ
ｐ
ｑ
届
９
ｍ
昌

国
①
時
①
ど
の
①
言
①
Ｈ
尉
巴
の
①
ユ
甘
宮
①
ロ
冒
旦
⑦
の
融
叶
隆
昌
①
〆
四
口
。
①
局
。
①
の
両
耐
骨
の
ロ
釦
貝
Ｑ
の
ｐ
ｍ
ｏ
冨
索
⑦
ロ
ｚ
四
口
①
の
彦
口
画
ロ
ロ
。
ｚ
ｇ
菌
…
…
・
画
く
○
』
の
．

弓
禽
夢
陸
叶
］
閉
‐
●
ぐ
○
畳
・
》
陣
．
弔
①
庁
①
届
ず
ｐ
Ｈ
印
屋
ｇ
ｌ
》
儲

圏
）
の
、
国
．
ぐ
Ｏ
ロ
伊
四
口
的
の
Ｑ
ｏ
Ｈ
廟
－
国
①
日
①
門
斥
ｐ
ｐ
ｍ
の
ロ
凹
昌
の
甘
関
”
①
肘
の
巨
日
島
①
君
．
の
岸
甘
Ｑ
①
ロ
］
四
彦
馬
口
扇
呂
豆
の
届
ｓ
・
吟
ぐ
ｏ
］
の
．

》
い
、

く
の
巨
黒
茜
》
Ｈ
ｍ
ｍ
ｍ

。
》
○
言
の
○
口
●
Ｉ
函
豚
汁
○
吋
①
。
①
の
嵩
Ｏ
ｐ
ｍ
Ｏ
］
、
》
Ｑ
ｇ
日
の
目
ｏ
宮
口
四
巨
旨
‐
属
彦
四
口
』
〕
５
口
口
㎡
目
許
日
○
巨
局
、
①
『
○
口
目
四
日
の
ユ
回
口
．
吟
ぐ
○
］
の
．
】

●
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画
庁
Ｑ
〆
庁
酔
い
凶
匡
煙
の
》
底

動
植
物
図
譜
と
し
て
は

画
庁
の
〆
蔽
．
”
凶
匡
煙
の
．
句
Ｈ
ｍ
ｐ
］
鳥
巨
Ｈ
計
画
Ｈ
ロ
シ
［
四
『
ロ
》
骨
、
』
画
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侭
）
の
茸
〕
○
の
①
己
ぽ
口
四
再
○
口
．
国
○
○
］
肉
閏
Ｉ
Ｈ
８
ｐ
の
の
国
凹
具
胃
ロ
日
》
○
吋
固
い
巨
制
の
》
毎
乱
昏
ず
風
の
開
。
①
の
貝
甘
画
く
①
号
四
国
ｏ
芹
①
耐
四
口
。
儲
①
日
日
屍
の

○
時
ロ
①
弓
○
吋
時
日
①
ご
］
囚
昌
の
》
、
①
』
①
Ｏ
蔚
口
沖
○
日
昏
⑦
衿
口
凄
○
崎
》
の
国
の
忌
日
旨
日
．
望
ぐ
○
』
の
．
四
口
○
百
号
ｘ
』
牌
ｏ
ｐ
Ｐ
Ｏ
ｐ
》
届
笥
ｌ
届
隠

囲
）
の
時
］
・
ロ
．
国
○
○
丙
角
１
日
宮
の
国
○
国
ロ
葺
○
冷
缶
具
胃
ｏ
は
Ｏ
ぐ
○
制
、
①
○
開
国
．
旨
．
口
誘
８
ぐ
①
ｑ
‐
の
嵐
ロ
、
《
自
崎
ｇ
ｐ
ｍ
》
》
》
目
。
黄
門
①
風
日
ご
冒

菩
の
竜
の
日
切
馬
路
ｌ
》
盆
》
ロ
ロ
ロ
関
○
四
耳
．
の
時
］
．
○
．
”
○
の
の
．
（
国
○
国
接
昌
冨
Ｈ
ｏ
陣
○
四
）
．
①
く
Ｏ
胃
の
．
』
耐
○
画
Ｑ
ｇ
》
扇
ミ
ー
》
巴

思
）
園
．
国
団
巴
号
日
の
、
１
国
○
国
の
己
ぐ
凹
陣
８
冷
○
時
の
○
口
言
①
目
冒
。
旨
》
…
…
○
○
口
冨
甘
言
い
Ｃ
口
胃
さ
己
冒
冨
の
○
冷
巴
胃
昏
の
冒
甘
ｏ
ざ
巴

門
胃
口
ご
閏
月
Ｈ
①
①
の
甘
の
ｏ
匡
匪
の
Ｈ
ｐ
Ｈ
ｐ
ａ
幽
凹
ロ
ロ
○
の
己
○
口
．
画
．
ぐ
巳
の
．
》
旨
画
旦
国
の
》
届
８
１
》
畠

喝
）
］
○
ぽ
己
．
同
。
．
国
○
号
８
０
戸
Ｉ
ｚ
ｏ
Ｈ
岳
Ｌ
Ｐ
目
の
風
呂
ロ
国
①
愚
の
ｇ
］
○
ぬ
『
．
、
ぐ
ｏ
］
の
．
》
弓
冨
冒
口
の
］
己
ロ
旨
》
］
閉
の
Ｉ
》
お

路
）
国
．
国
．
ロ
崎
①
ｍ
の
胃
陣
両
．
国
．
の
彦
胃
己
の
ｌ
衿
国
〕
の
８
Ｈ
『
◎
捕
国
ａ
①
○
烏
同
日
○
℃
の
．
①
ぐ
巳
の
．
》
耐
○
口
Ｑ
Ｏ
Ｐ
届
昌
１
》
①
の

＄
）
勺
．
国
①
①
］
８
吋
Ｉ
衿
ご
画
の
甘
再
］
昌
○
］
Ｏ
唱
○
ロ
①
Ｑ
の
⑳
冒
口
の
の
○
昼
の
冒
冨
〕
の
ｚ
総
星
図
ロ
ロ
巴
の
①
の
．
Ｈ
Ｉ
Ｈ
〆
』
急
ご
胃
雷
》
衿
日
の
蔚
艮
口
日
一
届
９
１
》
冨

苦
）
旨
．
両
．
国
○
○
底
Ｉ
衿
］
侭
の
日
①
旨
①
ｚ
呉
貝
胆
①
の
。
冨
○
茸
①
号
Ｈ
国
の
ｇ
の
．
届
く
Ｏ
』
、
、
呈
風
昏
吟
国
呉
①
ｌ
ぐ
○
］
の
．
》
園
の
Ｈ
］
甘
》
弓
隠
Ｉ
管
韻

五
十
部
限
定
版
と
し
て
の
美
術
書

臼
）
○
戸
画
区
①
の
閃
、
ロ
。
①
］
巴
吋
①
ｌ
へ
（
肘
の
の
句
］
⑦
巨
厨
ロ
ロ
ニ
［
四
］
ご
・
ロ
旨
の
再
肝
ご
肖
詞
○
ユ
ヨ
．
伊
望
○
国
９
勺
四
国
の
》
］
＠
局



い
の

丸
善
の
赤
煉
瓦
館
時
代
は
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
、
大
正
十
一
一
年
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
い
み
じ
く
も
ま
た
「
白
樺
」
の
生

ち

命
も
こ
れ
に
符
節
し
て
、
震
災
と
共
に
終
止
符
を
打
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
運
命
論
者
な
ら
で
も
、
こ
の
両
者
に
何
か
し
ら
因
果
関
係

が
あ
り
は
し
ま
い
か
と
考
え
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
両
者
に
は
全
く
唇
歯
輔
車
の
関
係
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
白
樺
派
の
人
達
は
丸
善
を
利
用
し
、
丸
善
も
ま
た
白
樺
派
の
御
用
を
聞
き
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
文

学
史
家
が
白
樺
派
を
目
し
て
、
そ
の
多
彩
な
行
動
が
、
大
正
年
間
に
於
け
る
文
壇
に
新
し
い
息
吹
き
を
投
げ
か
け
、
大
い
に
わ
が
国
の

錨
潤
噌
恥
・
少
如
挿
挑
、
紙
挫
涛
秘
〃
緯
撚
・
州
諦
吟
統
勘
・
・
‐
，
爵
“

文
化
に
貢
献
し
た
と
云
う
な
ら
ば
、
丸
善
も
ま
た
当
時
の

蝿
撚
皆
・
鞠
貼
．
ｒ
久
洲
。
．
終
漏
蕗
儒
巌
溌
銀
飛
・
・
・
．
・
烏
。
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二
「
白
樺
」
と
丸
善

文
化
に
重
要
な
一
役
を
か
つ
た
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

議
帽
尤
も
彼
ら
が
初
め
丸
善
を
利
用
し
た
の
は
、
洋
書
の
購

愛
》
千

巻
創
入
の
み
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
た
。
然
し
志
賀
直
哉
の
如
き
は

課
灼
愛
部
そ
の
利
用
法
に
変
っ
た
手
法
を
案
出
し
て
い
る
。
そ
の
著

溌
ｒ

「
廿
代
一
面
」
に
こ
う
云
う
文
章
が
あ
る
。

…
。
：
金
が
な
く
な
る
と
神
田
の
知
っ
て
ゐ
る
古
本

屋
で
一
番
高
く
買
ひ
取
る
書
名
を
聴
い
て
は
丸
善
と



か
中
西
屋
で
そ
の
新
し
い
本
を
買
ひ
、
倖
で
運
ん
で
金
に
換
え
た
。
丸
善
や
中

う
ち

西
屋
は
自
家
へ
払
ひ
を
取
り
に
行
く
か
ら
幾
ら
で
も
本
を
渡
し
て
呉
れ
た
。

も
と
も
と
丸
善
は
丸
家
銀
行
を
経
営
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
う
い
う

風
に
金
融
機
関
と
し
て
利
用
さ
れ
て
も
文
句
が
云
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
へ
行
く
と

ま
じ
め

篇
武
者
小
路
実
篤
は
真
面
目
な
方
で
、
主
と
し
て
本
を
購
求
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

準
「
丸
善
の
恩
ひ
出
」
と
題
し
て
「
学
鐙
」
昭
和
一
一
十
七
年
一
月
号
に
載
せ
た
も
の
の

、認
う
ち
か
ら
、
抜
害
し
て
見
よ
う
。

武

（
略
）
レ
ク
ラ
ム
に
な
い
も
の
は
他
の
本
屋
の
広
告
を
見
て
、
丸
善
を
通
し

て
、
ド
イ
ツ
に
注
文
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
が
く
る
の
を
待
ち
兼
ね
て
読
ん
だ
。

そ
の
時
分
、
丸
善
に
は
、
僕
達
が
「
初
さ
ん
」
と
呼
ん
で
ゐ
た
若
い
、
気
が
き

い
た
、
要
領
の
い
Ｌ
、
親
切
な
店
員
が
居
た
の
で
、
こ
の
人
に
た
の
ん
で
西
洋

か
ら
と
っ
て
も
ら
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
本
屋
の
広
告
を
見
て
そ
れ
を
西
洋
に
注

は
が
ゆ
く
も
あ
っ
た
が
、
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。
イ
ブ
セ
ン
の
も
の
は
レ
ク
ラ
ム
で
大
概

エ
フ
ス
キ
ー
や
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
ー
の
も
の
は
ド
イ
ツ
で
出
て
ゐ
る
全
集
を
、
一
度
に

他
、
宗
教
的
な
本
や
、
社
会
的
な
本
や
、
哲
学
者
の
こ
と
が
か
い
て
あ
る
本
な
ぞ
、
と
り

文
し
て
、
と
り
よ
せ
て
読
む
こ
と
は
、
は
が
ゆ
く
も
あ

よ
み
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
や
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
、

買
へ
な
い
時
は
分
冊
で
買
っ
た
。
そ
の
他
、
宗
教
的
な
他

よ
せ
て
も
ら
っ
て
読
ん
だ
。

798



799

孟

筑

フ
０

ゴッホ「向日葵」

偶
然
と
い
う
の
か
、
ド
イ
ツ
の
絵
の
芸
術
雑
誌
を
と
っ
て
い

た
ら
、
ド
イ
ツ
の
若
い
絵
か
き
が
ゴ
ッ
ホ
の
影
響
を
非
常
に
受

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
て
い
た
。
し
か
し
、
ゴ
ッ
ホ
の
絵

は
見
て
い
な
い
し
、
名
前
だ
け
で
は
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た

か
分
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
僕
は
何
で
も
新
し
い
も
の
を
求

め
る
と
い
う
時
だ
っ
た
の
で
、
知
り
た
い
と
い
う
気
持
が
強
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
丸
善
の
初
っ
さ
ん
と
僕
達
が
呼
ん
で
い
た
人

に
頼
ん
で
、
丸
善
を
通
し
て
西
洋
か
ら
印
象
派
と
い
う
ド
イ
ツ

ま
こ
と
に
武
者
小
路
は
代
表
的
な
勤
勉
学
生
で
あ
り
、
篤
学
の
士
で
あ
っ
た
。
だ
が
彼
と
丸
善
と
の
交
流
は
此
の
程
度
で
は
止
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
。
武
者
小
路
は
文
学
愛
好
者
で
あ
る
と
同
時
に
美
術
愛
好
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
最
初
に
興
味
を
お
ぼ
え
た
の
が
、
印

象
派
の
画
風
で
、
殊
に
未
見
の
ゴ
ッ
ホ
に
対
す
る
興
味
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
白
樺
」
に
有
島
生
馬
や
児
島
喜
久
雄
と
い
う
画
家
や
、
美

術
に
委
し
い
柳
宗
悦
な
ど
が
い
た
か
ら
、
彼
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
西
洋
美
術
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
を
憶
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ッ

ホ
に
接
近
す
る
よ
う
に
な
っ
た
次
第
に
つ
い
て
、
「
学
鐙
」
昭
和
二
十
八
年
六
月
号
二
○
頁
以
下
に
、
「
ヴ
ァ
ン
。
ゴ
ッ
ホ
生
誕
百
年
祭

に
あ
た
っ
て
」
と
云
う
標
題
で
、
中
村
研
一
（
洋
画
家
）
、
式
場
隆
三
郎
（
医
博
）
、
土
岐
善
麿
（
文
博
）
と
四
人
で
座
談
会
を
開
き
、

そ
の
時
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
大
い
に
味
う
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
、
い
さ
Ｌ
か
長
い
文
章
だ
が
、
こ
Ｌ
に
摘
記
し
て
見
よ



の
本
を
と
っ
た
。
そ
の
口
絵
に
、
ゴ
ッ
ホ
の
絵
の
複
製
が
一
枚
入
っ
て
い
て
、
初
め
て
ゴ
ッ
ホ
は
こ
う
い
う
絵
か
き
な
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
時
分
柳
が
と
っ
て
い
た
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
僕
達
が
見
た
く
思
っ
て
い
る
人
女
の
画
の
複
製
を
丸
善
を

通
し
て
注
文
し
た
の
が
柳
の
家
に
と
噴
い
た
の
で
、
僕
達
は
早
速
柳
の
家
に
出
か
け
た
。
そ
の
複
製
の
内
に
ゴ
ッ
ホ
が
十
枚
位
あ

っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
僕
達
を
興
奮
さ
せ
た
。
岸
田
劉
生
も
そ
の
時
そ
の
席
に
い
た
。
僕
が
岸
田
に
あ
っ
た
の
は
そ

の
時
が
始
め
て
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
年
た
っ
て
或
る
夜
僕
は
白
樺
美
術
館
を
つ
く
り
た
い
と
云
う
空
想
を
し
興
奮
し
、
翌

る
日
に
早
速
柳
と
か
志
賀
に
話
し
た
ら
、
二
人
と
も
賛
成
で
、
寄
付
を
募
り
、
そ
の
寄
付
も
十
円
ぐ
ら
い
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
六
千
何
百
円
か
集
っ
た
。
そ
れ
で
セ
ザ
ン
ヌ
か
ゴ
ッ
ホ
を
買
い
た
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ぼ
く
が
書
い
た
ら
、
そ
れ
に
対
し

て
、
ち
ょ
う
ど
作
曲
の
研
究
に
パ
リ
へ
行
く
相
馬
と
言
う
人
が
あ
っ
て
、
も
し
白
樺
美
術
館
で
絵
を
買
う
な
ら
、
自
分
が
そ
の
方

に
骨
を
折
り
た
い
、
と
い
う
手
紙
を
寄
こ
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
大
正
三
年
だ
っ
た
か
、
こ
う
い
う
も
の
が
売
り
に

出
て
い
る
が
買
わ
な
い
か
と
い
う
手
紙
が
来
た
。
ゴ
ッ
ホ
の
向
日
葵
と
雨
の
景
色
の
二
つ
の
写
真
を
寄
云
）
し
て
両
方
と
も
日
本
の

金
で
二
万
円
だ
と
い
う
。
白
樺
美
術
館
で
は
と
て
も
買
え
な
い
の
で
、
友
人
の
山
本
顧
弥
太
男
に
す
Ｌ
め
た
。
又
そ
の
時
同
じ
く

二
万
円
で
セ
ザ
ン
ヌ
の
自
画
像
が
買
え
る
と
言
う
の
で
同
級
生
の
細
川
護
立
に
す
ｋ
め
た
。
二
人
と
も
即
座
に
承
知
し
た
。
白
樺

の
方
は
六
千
何
円
で
セ
ザ
ン
ヌ
の
風
景
を
買
っ
た
。
仲
為
い
Ｌ
も
の
だ
が
未
完
成
品
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
初
め
て
本
物
が

800

日
本
に
入
っ
た
わ
け
だ
Ｉ

こ
う
し
て
極
く
少
数
で
あ
っ
た
が
本
物
に
対
面
す
る
こ
と
が
出
来
た
彼
ら
の
喜
び
は
誉
え
よ
う
も
な
か
っ
た
程
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

こ
れ
と
い
う
の
も
丸
善
が
間
接
に
仲
介
を
し
た
結
果
で
あ
り
、
武
者
小
路
の
文
中
、
度
友
出
て
く
る
丸
善
の
番
頭
「
初
っ
さ
ん
」
の
お
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か
げ
で
も
あ
っ
た
。
初
っ
さ
ん
と
は
本
名
は
福
本
初
太
郎
と
い

い
、
丸
善
夜
学
校
の
優
等
生
で
、
明
治
三
十
九
年
語
学
専
門
学

校
夜
間
部
に
通
う
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
最
初
の
店
員
で
あ
っ

た
。

初
っ
さ
ん
は
こ
う
し
た
因
縁
で
、
白
樺
派
の
人
た
ち
と
親
し

く
な
り
、
雑
誌
創
刊
の
時
か
ら
い
ろ
い
ろ
相
談
を
う
け
た
。
殊

に
装
頓
に
つ
い
て
、
表
紙
に
泰
西
の
名
画
を
転
載
す
る
一
）
と
に

な
っ
た
時
に
は
、
彼
の
勧
め
に
よ
っ
て
、
初
め
後
期
印
象
派
の

雑
誌
「
ゼ
ー
マ
ン
」
か
ら
、
後
に
イ
タ
リ
ー
の
美
術
雑
誌
「
ア

ン
デ
ル
セ
ン
」
か
ら
と
る
｝
）
と
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
か

ら
と
う
と
う
編
集
会
議
に
ま
で
引
張
り
出
さ
れ
、
麻
布
市
兵
術

町
の
志
賀
の
邸
や
、
麹
町
の
柳
の
家
に
出
向
し
校
正
ま
で
手
伝

わ
せ
ら
れ
た
。
尤
も
只
働
き
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
終
刊

の
と
き
に
は
、
白
樺
派
の
連
中
が
、
三
越
の
十
円
の
商
品
券
に

感
謝
状
を
添
え
て
彼
に
贈
り
、
そ
の
や
さ
し
い
心
意
気
を
示
し

た
。
私
は
今
少
し
委
し
く
白
樺
派
の
主
張
や
業
績
や
行
動
を
、

801
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蕊
蕊
靭
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蚤
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瀦
溌
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轟
寵
蕊
篤
寺
漉
斡
・
噸
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駕
磁
。
。

囲
み
●
砿
や
、
緋

｢学鐙」に広告された美術書



嘩
塞
謬
謬
叡
憲
識
鶴

武
者
小
路
｛

蝿
率
軸
癖
ｆ
》
擢
爵
縛
蝋
聯
淵
群
蕊
搾
取
の
た
め
、

・
た

癖
鐸
織
蕊
睡
潅
蕊
》
騒
騒
偽
蕊
蹄
：
零
患
露
零
‐
患
？
謂
懲
蕊
驚
れ
書
館
長
、
郡

802

齢

更
に
か
く
も
因
縁
浅
か
ら
ぬ
丸
善
と
の
関
係
を
詳
細
に
、
盟
主

武
者
小
路
実
篤
の
口
か
ら
直
接
聞
き
た
か
っ
た
の
で
、
訪
問
採

辞

鋳
辱
縛
蝋
秘
．
鍵
鎖
蕊
搾
取
の
た
め
、
昭
和
四
十
一
一
年
五
月
十
七
日
、
八
木
佐
吉
本
の
図

・
た
せ
ん
か
わ

胸
蕊
蔚
躯
，
噂
患
撚
箪
‐
患
等
懇
．
譲
箪
瀞
封
書
館
長
、
社
史
編
纂
室
員
達
と
共
に
仙
川
の
私
邸
を
訪
問
し
た
。

鞭
翻
礁
燕
＄
か
霞
動
や
謡
独
企
●
寵
雷
熟
恥
ぐ
’
・
蕊
留
．
錘
鐙
溌
生
口

農
鴬
蟻
癒
豊
篭
Ｉ
鈴
鍵
場
難
が
蝋
聯
錫
総
綴
笈
驚
広
車
は
甲
州
街
道
を
西
進
し
、
京
王
電
鉄
仙
川
駅
前
通
り
で
左
折

豊
碓
蟻
坤
Ｉ
‐
》
と
４
弥
語
〃
懐
：
罷
鴬
ｒ
・
鰯
に

蝋
亀
葺
灘
；
Ｉ
、
鋳
：
，
；
鍔
；
・
‐
息
；
；
麹
し
、
軒
並
せ
ま
っ
た
商
店
街
を
抜
け
、
よ
う
や
く
住
宅
街
に
入

・
学

ま
鷺
篤
撫
驚
ふ
鶏
菖
爵
蕊
驚
，
灘
謝
総
穂
禰
懲
ｒ
っ
て
間
も
な
く
、
武
者
小
路
の
門
前
に
と
ま
っ
た
。
門
を
く
ご

捗
搾
噌
誰
《
・
患
記
す
崎
鼻
唖
電
女
湯
。
、
灸
淫
人
蕊

鷲
蛎
瀞
蕊
曝
繍
診
心
．
，
驚
圃
：
：
っ
て
だ
ら
だ
ら
坂
を
下
る
と
民
芸
風
の
本
屋
に
達
し
た
。
間
口

ふ
れ
て
お
り
、
案
内
を
乞
う
と
古
風
な
作
業
衣
姿
の
主
人
自
ら
が
応
対
に
出
て
き
た
。
つ
い
今
し
が
た

・
瀦
識
鍛
蓉
錨
塞
縦
蓉
織
識
縦
一
・
喫
驚
織
瀞
蕊
曝
繍
診
轡
．
，
驚
阿
：
．
．
っ
て
だ
ら
だ
ら
坂
を
下
る
と
民
芸
風
の
本
屋
に
達
し
た
。
間
口

灘
＃
＃
麹
：
…
ｌ
：
；
：
§
ｉ
２
・
…
：
…
…
ｉ
感
‐
．
：
！
・
・

の
広
い
玄
関
に
は
重
厚
感
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
案
内
を
乞
う
と
古
風
な
作
業
衣
姿
の
主
人
自
ら
が
応
対
に
出
て
き
た
。
つ
い
今
し
が
た

ま
で
画
筆
を
握
っ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
広
い
応
接
間
に
通
さ
れ
、
彼
と
対
座
し
、
来
意
を
告
げ
て
直
ち
に
質
問
に
入
っ
た
。
話
の
順

序
と
し
て
白
樺
派
の
主
張
や
、
つ
宮
い
て
ト
ル
ス
ト
イ
よ
り
受
け
た
影
響
な
ど
聞
い
て
見
る
が
多
く
を
語
ら
な
い
。
然
し
話
が
進
ん
で

「
新
ら
し
き
村
」
の
》
）
と
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
力
が
こ
も
っ
て
来
る
。
八
十
幾
歳
の
人
と
は
思
え
ぬ
位
に
熱
っ
ぽ
い
口
調
で
、
在
り

し
日
の
夢
を
お
う
か
の
よ
う
に
、
や
Ｌ
話
し
に
く
い
調
子
だ
が
雄
弁
に
語
り
出
す
。
し
ば
ら
く
そ
の
話
を
聞
い
た
後
、
主
題
の
丸
善
と

の
関
係
や
、
洋
画
紹
介
の
い
き
さ
つ
な
ど
を
聞
い
て
見
た
が
、
「
学
鐙
」
所
載
の
記
事
や
、
座
談
会
で
の
話
と
大
差
が
な
い
。
対
談
凡

な
が
い

そ
一
一
時
間
、
長
居
を
謝
し
て
辞
去
す
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
四
十
雀
や
薮
鴬
の
さ
え
ず
る
声
が
聞
え
て
来
た
。

結
局
こ
の
訪
問
で
は
己
に
述
ぺ
ら
れ
た
点
を
、
再
確
認
し
た
に
止
ま
っ
た
。
し
か
し
白
樺
派
の
盟
主
と
し
て
の
彼
の
活
動
は
、
「
新



フ
ラ
ン
ス
後
期
印
象

#'。

で
あ
る
。

ら
し
き
村
」
な
ら
ぬ
新
ら
し
い
大
正
文
化
を
つ
く
っ
た
と
云
え
る
し
、
丸
善
は
彼
ら
と
一
体
に
な
り
、
新
時
代
の
文
化
昂
揚
に
貢
献
し

た
も
の
と
云
え
よ
う
。
特
に
泰
西
美
術
の
紹
介
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
美
術
へ
如
何
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
か
は
、

「
白
樺
」
の
大
正
八
年
三
月
号
に
出
た
次
号
予
告
を
見
る
だ
け
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
即
ち

捕
絵
の
方
は
今
迄
白
樺
で
出
し
て
来
た
人
達
の
中
の
二
十
一
人
の
芸
術
家
の
作
品
を
一
つ
宛
と
、
外
に
文
学
者
の
肖
像
を
十
一
一

人
だ
け
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
絵
画
及
び
彫
刻
の
方
は
フ
ラ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
．
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ゴ
オ
ホ
の
三
人
の
も
の
を
着
色
版

に
し
、
其
他
ジ
オ
ッ
ト
、
マ
ン
テ
ニ
ア
、
ポ
ッ
チ
チ
ェ
リ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
、
ミ
ケ
ラ
ン
ヂ
ェ
ロ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
、
ド
ナ
テ
ロ
、

フ
ァ
ン
ア
イ
ク
、
グ
レ
コ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、
レ
ム
プ
ラ
ン
ト
、
ブ
レ
ー
ク
、
ゴ
ャ
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
、
ミ
レ
ー
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
、

セ
ザ
ン
ヌ
、
ロ
ダ
ン
の
十
八
人
と
、
肖
像
で
は
ワ
グ
ネ
ル
、
ベ
ル
リ
オ
、
ヘ
ッ
ベ
ル
、
ユ
ー
ゴ
ー
、
イ
ブ
セ
ン
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
、
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
、
ロ
マ
ン
。
ロ
ラ
ン
の
十

二
人
の
予
定
に
な
っ
て
ゐ
る
ｌ
と
．

こ
れ
に
対
し
丸
善
が
輸
入
し
た
洋
画
関
係
書
籍
を
、
「
学
鐙
」
所
載
の
広
告
文
か
ら
そ
の
主
要
な
も
の
を
挙
げ
て
見
る
と
次
の
通
り

年
月
一
著
者

大
正
元
年
九
月
レ
ゥ
イ
ス
・
ハ
イ
ン
ド

Ｖ
・
ピ
カ

Ｊ
ｏ
Ｍ
・
グ
レ
ー
フ
ェ

803

印
象
派

原
著
者
及
書
雑
名

○
．
伊
図
負
、
国
冒
。
Ｉ
司
丘
①
砲
○
黒
門
日
も
Ｈ
①
、
巴
○
日
の
計

ぐ
．
国
○
四
ｌ
目
白
も
局
の
巴
○
日
の
詩
句
Ｈ
画
口
わ
ど
の
①

］
・
旨
．
の
Ｈ
い
①
厳
１
目
日
己
儲
の
の
巴
○
日
の
前
ロ

象
派

派

名



Ｊ
・
Ｗ
・
ワ
イ
バ
ッ
ハ

Ｊ
・
Ｍ
・
グ
レ
ー
フ
ェ

Ｊ
・
Ｍ
・
グ
レ
ー
フ
ェ

元
年
十
月

元
年
十
一
月

二
年
九
月

二
年
十
月

風
景
画

美
術
・
画
家
・
風
景
画

Ｈ
・
Ｒ
・
プ
ー
ル

マ
ッ
ペ

マ
ッ
ペ

マ
ツ
ペ

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ハ
ネ
ー

カ
ー

パ
ー
ヂ
・
ハ
リ
ソ
ン

Ｗ
・
Ｊ
・
レ
ー
ド
レ
イ

Ｊ
・
Ｍ
・
グ
レ
ー
フ
ェ

Ｒ
・
Ｃ
。
．
ワ
イ
ト
ル

Ｇ
・
Ｈ
・
ヒ
ー
ル

国
営
晩
の
函
肖
風
の
○
ロ
ー
耐
騨
口
号
ｏ
ｇ
の
弔
巴
昌
甘
胸

言
日
．
］
・
思
昌
巳
四
国
－
津
昇
》
缶
吋
武
駕
の
、
ロ
ロ
伊
四
口
８
８
℃
①

804

ヴ
イ
セ
ン
ト
・
バ
ン
・
ゴ
ッ
ホ

タ
ー
ナ
ー
水
彩
画

美
術
の
新
傾
向

ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ュ
ア
ン

ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ

ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ

印
象
派
人

絵
画
百
選

印
象
派

オ
ー
ギ
ー
ー
ス
ト
・
ル
・
ノ
ア
ー
ル

ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ

ヴ
イ
ン
セ
ン
ト
・
バ
ン
・
ゴ
ッ

ホ
の
思
い
出

フ
ラ
ン
ス
美
術
選
集

彫
刻
百
選

少
牒
両
国
ロ
名
品
の

⑦
、
句
．
国
儲
』
’
○
口
①
国
口
ご
旦
舜
①
旦
冒
口
黒
①
号
討
ｏ
①
の

○
席
の
Ｃ
匡
］
ｂ
詩
巨
Ｈ
の

詞
．
○
．
ご
言
匡
Ｉ
○
口
の
園
ロ
ロ
ロ
愚
Ｑ
旨
い
の
岳
①
愚
庸
○
①
の

○
冷
弓
ｐ
』
ロ
菌
口
傾

］
・
旨
．
の
国
①
符
ｌ
く
言
８
日
ぐ
ｍ
ｐ
ｏ
Ｏ
い
ば

目
匡
埼
口
胃
菅
の
ご
く
呉
日
１
○
○
』
○
戸
耐
鼻
司
胃
巳
①
］
国
四
屋

国
．
閃
．
勺
○
○
儲
１
月
ぽ
①
ｚ
①
言
目
自
己
①
ロ
○
割
甘
衿
胤

星
［
図
も
ロ
①
１
句
煙
巳
の
囚
巨
胸
冒
ロ

ー
［
い
む
己
の
１
勺
四
巨
岩
○
①
園
四
目
ロ
．
の

旨
い
ｂ
も
の
Ｉ
ぐ
四
口
の
○
ぬ
宮

］
、
日
①
の
国
ロ
ロ
の
丙
の
Ｈ
１
弔
尉
○
日
①
ロ
且
①
の
Ｏ
【
四
口
Ｈ
Ｂ
Ｒ
①
の
巴
○
日
異

ぐ
．
ヨ
．
．
君
‐
の
ぎ
肖
彦
１
局
日
己
尉
朗
ら
日
の
目
ロ
の

］
．
旨
．
の
国
①
閉
①
Ｉ
種
目
、
口
の
５
両
ｇ
ｏ
時

］
・
宴
［
・
の
吋
四
⑦
儲
Ｉ
勺
四
巳
○
①
園
四
ロ
ロ
の

勺
関
の
○
口
巴
甘
宮
①
両
国
ロ
ロ
日
宮
口
頃
９
口
ロ
ぐ
旨
８
具
ぐ
ぃ
ロ
の
○
ぬ
ぎ



第
二
次
後
期
印
象
派

モ
ネ
ー
か
ら
ピ
カ
ソ
ま
で

三
年
二
月

三
年
五
月

三
年
十
月

三
年
十
一
月

二
年
十
一
月

三
年
一
月

コ
ロ
ー
の
風
景
画

立
体
派
と
後
期
印
象
派

Ｋ
・
Ｊ
・
コ
ノ
デ
イ

マ
ノ
可
エ
ル

Ａ
・
ロ
ダ
ン

Ｌ
・
ベ
ネ
デ
イ
ト

ア
ン
ド
レ
・
ミ
ケ
ル

カ
ー
ト
・
バ
ー
ト
ル
ス

Ｊ
・
Ｍ
・
グ
レ
ー
フ
ェ

Ｊ
・
Ｍ
・
グ
レ
ー
フ
ェ

Ｃ
・
Ｔ
Ｊ
・
ホ
ル
ム
ス

ア
ー
サ
ー
。
Ｊ
・
エ
デ

ノ
利

マ
ク
ス
・
ラ
フ
ア
イ
エ

レノ

両
の
日
ず
埼
勉
ロ
ロ
計

属
．
『
．
属
Ｏ
ｐ
Ｏ
Ｑ
『
１
句
崖
己
も
甘
○
げ
ざ
豆

巨
①
望
ロ
①
唇
ｌ
の
ぢ
ぐ
四
国
昌
圃
①
旨
巳

芸
術

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン

ヴ
イ
ナ
ス

グ
ー
ス
タ
ン
。
ク
ー
ル
ペ
ー

プ
ピ
・
ド
・
シ
ヤ
バ
ン
ヌ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ゴ
ヤ

カ
ミ
ユ
・
コ
ロ

エ
ヂ
ユ
ア
ー
・
マ
、
不

後
期
印
象
派
画
家
論

弔
巴
口
陸
ｐ
ｍ

ｐ
篇
嗣
ｐ
ｐ
ｍ
汁

Ｐ
Ｈ
寸
衿
ロ
”
口
の
叶
詞
Ｏ
ｇ
ｐ

缶
．
”
＆
旨
Ｉ
ぐ
①
口
吊
．
門
ｏ
吾
の
ぐ
①
画
ｇ
ｏ
冷
巨
①
胃
Ｏ
ｍ

Ｆ
①
○
口
。
①
国
①
ロ
①
○
群
の
ｌ
の
ロ
黒
四
画
①
○
○
巨
叶
ざ
の
庁

Ｐ
ｐ
ｐ
Ｈ
①
冒
甘
ぽ
の
］
１
吋
巨
乱
の
ｑ
①
○
ぽ
凶
く
い
ロ
ロ
＄

汽
口
博
国
①
風
①
］
の
１
句
儲
四
国
日
の
８
の
○
国
画

］
．
旨
．
の
吋
四
風
①
’
○
日
己
屋
①
ｏ
Ｏ
Ｈ
ｏ
註

］
．
要
角
．
の
Ｈ
画
風
①
１
国
○
○
口
日
ロ
】
［
四
国
①
庁

。
．
］
・
国
○
］
日
の
ｍ
Ｉ
ｚ
ｏ
前
の
○
口
号
①
圃
○
の
庁
Ｉ
［
日
胃
①
の
臥
○
目
の
骨

弔
巴
口
仔
①
端
の

①
の
Ｏ
Ｏ
ｐ
Ｑ
弔
○
の
蒜
Ｉ
陣
ｐ
ｂ
Ｈ
①
の
巴
○
ご
勝
庁

冨
四
〆
閃
四
口
彦
四
匹
ｌ
ぐ
○
口
旨
○
口
の
庁
圃
口
国
８
ｍ
の
○

レ
ン
ブ
ラ
ン
ド

フ
ィ
リ
ッ
ピ
．
ノ
・
リ
ッ
ピ

ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
ペ
リ
ー

805

弓
宮
①
Ｆ
四
口
○
の
８
℃
の
①
具
ｏ
ｏ
Ｈ
ｏ
計

衿
吋
菩
ｐ
Ｈ
］
閏
○
日
①
国
。
Ｑ
『
－
○
口
豆
の
菌
陣
掴
○
鼻
‐
胃
日
己
時
の
ｍ
の
］
○
日
の
目

■
町



ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
・
ヂ
ユ

ー
ン

ユ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
ス

ア
ー
サ
ー
夫
人

こ
の
表
と
前
述
の
「
白
樺
」
の
予
告
表
と
対
照
し
て
見
れ
ば
、
ど
う
云
う
書
物
を
一
般
に
知
ら
し
め
、
読
ま
し
め
ん
と
し
た
か
が
わ

か
る
が
、
そ
の
購
入
の
い
き
さ
つ
は
、
或
い
は
白
樺
派
の
人
為
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
丸
善
が
輸
入
し
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
丸
善

が
自
主
的
に
選
定
し
て
輸
入
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
。

元
社
員
斎
藤
哲
郎
の
談
話
に
よ
る
と
、
仕
入
書
籍
選
定
の
結
果
を
最
終
的
に
決
定
し
た
の
は
、
所
謂
三
部
会
と
云
わ
れ
た
荒
川
実
、

山
崎
民
雄
、
田
中
二
郎
の
三
人
で
あ
っ
た
。
尤
も
そ
れ
に
は
助
手
格
の
も
の
が
、
予
め
洋
書
カ
タ
ロ
グ
か
ら
こ
れ
と
思
う
も
の
を
数
十

種
選
定
し
て
お
い
て
審
議
の
準
備
を
し
て
い
た
。
例
え
ば
工
学
書
は
田
中
二
郎
、
文
学
害
は
内
田
魯
庵
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
の
語
学

三
年
十
二
月

四
年
一
月

四
年
二
月

四
年
六
月

四
年
七
月

四
年
九
月

四
年
十
一
月

国
言
冨
口
函
ワ
割
く
口
ご
己
弓
Ｏ
汽

伊
・
ロ
胃
日
日
１
国
】
の
ｇ
薄
の
。
①
冒
勺
①
甘
庁
巨
端
の
司
局
四
画
。
臼
の
①

○
・
国
．
○
口
副
ロ
ー
閏
ｏ
急
８
ｍ
目
竺
討
夢
①
冒
○
。
①
目
弔
巴
昌
①
儲

国
巨
い
ぼ
の
８
○
戸
の
⑩
Ｉ
の
○
目
○
鹿

巨
筋
．
缶
境
答
員
１
句
ｇ
］
○
ぐ
①
３
口
の
の
①

》
角
屋
ロ
】
の
Ｈ

］
、
○
四
吋
貢
吾
ユ
ぬ
ぽ
誌
１
国
○
芹
ざ
①
］
辱

〕
．
○
凹
吋
貢
寓
碕
声
什
－
両
四
℃
ロ
四
①
］

ロ
①
ぬ
い
の

国
⑦
Ｈ
昌
彦
①
冒
冒
当
風
ロ
①
’
○
の
園
画
ロ
ロ
の

Ｌ
・
デ
イ
ミ
エ

Ｃ
・
Ｈ
・
カ
ヒ
ン

Ｊ
・
カ
ー
ト
ラ
イ
ト

Ｊ
・
カ
ー
ト
ラ
イ
ト

バ
ン
ダ
イ
ク
の
線
画

フ
ラ
ン
ス
絵
画
史

近
代
画
家
論

ゴ
ッ
ッ
ォ
リ

ポ
ー
ロ
・
ベ
ロ
ネ
ー
ズ

ム
ニ
エ
ー
ル

ボ
ッ
チ
セ
リ

ラ
フ
ァ
イ
エ
ル

ド
ガ
セ
ザ
ン
ヌ

806



副0別

書
は
栗
本
美
未
、
雑
誌
は
荒
川
実
と
い
う
よ
う
に
。
画
集
、
画
論
に
は
こ
う
し
た
下
選
り
を
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
か
ら
、
直
接
三
部

会
が
カ
タ
ロ
グ
に
よ
っ
て
選
出
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
「
白
樺
」
と
丸
善
と
は
断
ち
切
れ
な
い
つ
き
合
い
で
協
力
し
、
わ
が
国
大
正
文
化
の
担
い

手
と
な
っ
て
、
そ
れ
を
推
進
し
て
行
っ
た
点
で
は
、
両
者
共
偉
大
な
貢
献
者
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。


